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 JICAが各都道府県に一名、または二
名配置しています。

担当する都道府県での、問い合わせ窓
口です。

また、各市町村の国際交流協会、大学、
NGO、民間企業との連携も行います。

兵庫デスクは、兵庫県国際交流協会に
あります。

国際協力推進員とは？



国際協力推進員の取組み

 青年海外協力隊、シニアボ
ランティアOB・OGのよる
講演会

 現在、派遣中の隊員とのイ
ンターネットを使った交流



兵庫県下の市町との取組み

イベントへの参加

 フェイスペインティング

 アフリカ布でしおりづく
り

 世界の国旗作り



兵庫県下の市町との取組み

イベントへの参加

民族衣装体験

写真展



具体例①宍粟国際ふれあいまつり

 JICAブースを設置。

 JICAの研修員を配置し、ス
タンプラリーで回ってきた
子どもたちと研修員の国の
ことを知ってもらう。

 研修員にも日本文化を知っ
てもらうために結婚式用の
着物を体験。

 市民との交流の他、伊和神
社や道の駅見学。



具体例②但馬国際運動会

 地元の子どもたちとJICA研
修員の混合チームを作り、
パン食い競争、台風の目、
リレーなどを行った。

 午前に、出石観光（時計
台・城跡・歌舞伎小屋・）
を行った。



現在、派遣中の青
年海外協力隊員と
スカイプで交流。

具体例③三田市スカイプ交流



JICA関西について

 2012年3月末に、旧JICA大
阪を閉鎖し、同年4月1日から
旧JICA兵庫と統合してJICA
関西としてスタート。

 関西地域におけるJICA事業の
総合窓口として、関西と開発
途上国との架け橋になるべく、
国際協力事業を実施。



研修員の受入れ

兵庫県との共同事業 国際防災研修セ
ンター（DRLC)

草の根技術協力

民間連携

 JICAボランティアの派遣

開発教育支援

JICA関西の事業



環境、食糧、資源など、我々の日常生活に身近
なものごとを通じて、児童、生徒、学生が開発
途上国の現状や日本とのつながりに気づき、途
上国が抱える様々な問題や地球的規模の課題を
考えるため、多くの学校が開発教育・国際理解
教育を実施。

JICA関西はそのような教育現場をサポート。

開発教育支援事業について



JICA関西開発教育支援事業概要

• 国際協力出前講座

青年海外協力隊等JICAボランティア経験者が、自身の体験を元
に、学校等でお話をさせていただきます。



• 海外技術研修員との交流

JICAの研修員を学校等に派遣し交流

JICA関西での開発教育支援事業



JICA関西での開発教育支援事業

• JICA関西訪問プログラム

JICA関西を

訪問いただき、

JICAプラザ関西の見学、

JICA事業の説明、

青年海外協力隊の体験談を

聞いていただくプログラム

※ エスニック料理体験（有
料）も可能



研修員の受入事業について

研修員って？

受入事業って？



 目的 ：開発途上国の国づくりの中核となる人材を育成
する

 対象者：途上国で国づくりを担う人々

（政府・公共団体、ＮＧＯ関係者等）

 滞在期間：平均 1.5ヶ月

（2週間～1年）

 参加者数：平均 8人

（1人～20人）

 実施回数：年1～5回×1～3年

（更新有り）
17

研修員受け入れ事業について



●地球ひろば１ヶ所

●国際センター11ヶ所

●訓練所２ヶ所

●支部 ３ヶ所

ＪＩＣＡ札幌

ＪＩＣＡ帯広

ＪＩＣＡ東北

ＪＩＣＡ沖縄

ＪＩＣＡ九州

ＪＩＣＡ中国

ＪＩＣＡ四国

ＪＩＣＡ関西

ＪＩＣＡ北陸

ＪＩＣＡ中部

ＪＩＣＡ東京

ＪＩＣＡ筑波

ＪＩＣＡ二本松

ＪＩＣＡ地球ひろば

ＪＩＣＡ横浜

ＪＩＣＡ駒ヶ根

研修員の宿泊（96室）・研修施設を持つ国際センター
研修員受入事業では、

年間約200コース、約1500人を受け入れ
産業開発 環境管理 防災（2013年度）

JICA関西では？



研修員福利厚生事業について

日本の文化・日本人についてより深く理解して
もらう！

帰国後、日本のサポーター、日本ファンになっ
てもらう！

研修員との交流を通して、地域の人々に開発
途上国について知ってもらう。

 JICAの研修員受入事業を知ってもらう。



地域の日本文化紹介イベントに参加



地域の日本文化紹介イベントに参加



地域の人との交流



ホームビジット・ホームステイに参加





シニア海外ボランティアとは?

1. 事業概要

日系社会シニア・ボランティアとは?

種類

活動地域
アジア・アフリカ・中南米・

大洋州・中東
中南米の日系人社会

職種
小学校教育・自動車整備・

看護師・経営管理・
養殖・防災・災害対策など

日系日本語学校教師・
高齢者介護・保健師など

対象年齢 満40歳～満69歳（2014年11月4日時点）

派遣期間 原則2年間



開発途上国の経済・社会の
発展、復興への寄与

✓

友好親善・相互理解の深化✓
かんよう

国際的視野の涵養と
ボランティア経験の社会還元

✓

JICAボランティア事業の目的とは？

1. 事業概要1. 事業概要



2014年7月31日現在

日系社会シニア・
ボランティア

中南米10ヶ国で、455名の活動実績

現在も5ヶ国で、30名が活動中

世界72ヶ国で、5,477名の活動実績

現在も62ヶ国で、464名が活動中

シニア海外
ボランティア



派遣前訓練の実施✓

JICAの支援体制について(1)

【期間】

：35日間程度（合宿）＋35日間（在宅）

：59日間（合宿）
【内容】
・語学講座 170時間以上
・安全対策講座
・健康管理講座 等

２．ＪＩＣＡの支援体制



JICAの支援体制について(2)

２．ＪＩＣＡの支援体制

訓練中・派遣中の手当✓

ボランティアの活動をサポートするスタッフを配置
安全情報の提供・交通安全、防犯対策などの説明

JICA現地事務所✓

現地生活費・住居費・往復渡航費・
国内手当の支給



選考の流れ

一次選考
一次合否
通知

二次選考
二次合否
通知

書類選考

• 11月4日（火）
締切

12月8日
（月）

面接

• 12月15日（月）

～19日（金）

2月3日
（火）

書類選考

• 11月4日（火）締
切

12月1日（月）
面接

• 12月11日（木）、

12日（金）

2月3日
（火）

3． 応募・選考



要請の追加・変更・取消について

追加要請 0件
変更要請 0件
取消要請 0件

●月●日現在の情報

３．応募・選考について①

②



予定されている活動内容（最終的な活動内容は、赴任後に配属先と協議し決
定します）

1. 港湾局が管理する港のうち、特にクイーンサロテ港の管理者に対し、円滑
な港湾運営のためのプロセスや荷役(貨物)の動線等について助言する。
2. 包括的な改修に関するマスタープランについての提案、助言を行う。

3. 必要に応じて、港湾局職員に対する港湾運営管理に必要な知識・技術の
向上、業務改善のための講習会等を計画し実施する。

4. 可能であれば、現在の港湾管理状況と国際海事基準(IMO)の比較分析を
行い、より効率的に運営するための改善策を提案する。

トンガ港湾公社 職種：港湾 （コード：B231）

（男性）
理由：従事者が当国では男性限定の
ため

（実務経験）10年以上
理由：管理者に対する助言が必要な
ため



バヌアツ海上技術学校 職種：海運・航海 （コード：B221）

現在バヌアツ国内には、国際船の船員資格となる3級海技士以上を取得する
ことが出来るコースはなく、その資格を取るためには海外へ留学せざるを得
ない状況である。当校は、将来的に3級海技士取得のための3年コースを設
置することを目指しており、そのためには現在いるバヌアツ人教員がより上
級の海技資格を取得することが必要である。1級海技士である校長と共に、
現在5級～3級の資格を持つ教員がより上級の資格取得を可能とするよう支
援、コースの提供をおこない、3級海技士コース常設のための基盤づくりに協
力できる人材が求められ、本要請となった。
【予定されている活動内容】
・5級～3級の海技士(航海)コースのトレーニング・授業を実施する。
・教員の上級資格取得を支援する。

1級又は2級海技士（航海）

高等専門学校卒
理由：教員として授業を受け持つ
ため

国際船経験 理由：業務上求められるため



（実務経験）10年以上
理由：船舶公社に対する助言が必要
なため

予定されている活動内容
・船舶公社にてフェリーボート上の電気系統メンテナンス及び故障
時の修 理などのOJTを通し、技術者の知識・技術向上のための
助言を行う。また、公社に付属する船員養成校での講義も期待さ
れている。

サモア船舶公社 職種：船舶機関



（免許）２級整備士または船用
機関整備士
男性
（実務経験）10年以上

理由：船舶公社に対する助言が必要な
ため

予定されている活動内容
・モロッコ大西洋沿岸北部の町ララシュにある水産技術学院で、
「船外機保守点検整備」に関する業務を行う。また、全国水産普及
センターと共に、零細漁民に正しい船外機の取り扱いと保守点検
指導のあり方について助言する。

モロッコ
ララシュ水産技術学院

職種：船舶機関



次回の募集は
10月27日～11月26日!!

検索ＪＩＣＡ短期ボランティア

派遣期間：１カ月から１年未満

募集時期：２月・５月・８月・１０月（年４回）

派遣前研修：２日間～５日間



JICA兵庫デスク

「本日、ご紹介したプログラムに興味
がある」、「うちの団体をもっと盛り上
げたい」というご希望にJICAがサポート
します。
JICA兵庫デスクまで、ご連絡ください。
お待ちしています！

JICA兵庫デスク

（公財)兵庫県国際交流協会（ＨＩＡ）
TEL：078-230-3090 FAX：078-230-3280

E-mail:Nakamura-Ayano.2@jica.go.jp



ご清聴ありがとうございました。

JICA兵庫デスク 中村 彩乃

（公財)兵庫県国際交流協会（ＨＩＡ）
TEL：078-230-3090

FAX：078-230-3280
E-mail:Nakamura-Ayano.2@jica.go.jp


